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ー－ IV 一 -4ー
シベリア開発（12月〉
7ヵ年計画の反省と新5ヵ年計画の模索































































ょせは， 「国内消費を抑える」か 「共産圏への輸出削減Jもしくは「自 由圏
への輸出削減」以外に方法はない。しかし，①国内消費の伸びを大幅に抑え
るとなれば，当然，新5ヵ年計画の達成は困難に直面しよう。またもし，②
一 Vl －ー - 6 ー
シベリア開発（12月〉
ソ連における石油需給の推移
～一一～～～ 年次 ｜ ｜ ｜ 
I 9 . I 1965 C推定） ｜ 
～～～‘～～ー‘i I I 
｜約 1 億3000万トン ｜ 約 2億4~00万トン ｜ 約3億~500万トン
｜ ！／ポリヤンスキ－＼ ICノξイバコフ報告）
盆｜ ｜｛報告 ）｜／年平均8%の増、
I I l 1加率見込 ／ 
｜約 l億0900万トンi約 1億8500万トン ｜約2億8000万トン
量 l ｜ ｜／年平均8.5%のX
I I I ＼増加見込 ／ 
杭 抑制｜ 即ンJ 200万トンl佐々低向
原油 ・ 製 品 輸 出 高 i 約2500万トン ｜ 約6000万トン｜ 約7600万トン


















































































































































































































































































































































































- 9 ー 一 lX -
シベリア開発（12月〉
告〉。
（注〉 7ヵ年計画中にソ述人口は 2億0880万人から 2億2910万人と約 l割近く増加
したので， 10%の生産拡大は事実上帳消しになっている。
第 3表
よト 農業（総58生年産＝発10展0)指数 鉱物（1肥00万料ト生ン産） 高 1ヘクタールあたり収穫量（トン）
59 100.4 129 1.04 
60 103 139 1.09 
61 106 153 1.0ヴ
62 108 173 1.09 
63 99 199 0.83 
64 110 256 1.13 
65 山 ｜ 3印伺(7ヵ年計画．目標 170)
一揖一一一一ー
第 4表
＼ ｜コルホ｝｜ トラクタ｜農村貨物 ｜全作付面積仰い縮｜扮臨時高
年よ＼｜ズ数 ｜ーも） ｜自常数 ｜（弘之二）｜仰万トン）｜凶O万トン）
了日立川口I:I訓：；；T「£


















I 7一カ年一計一画目戸 ｜；目7嬰ヵ盟年計主画盟修旦正上｜ 達成 見込
工業総生産増加率（%） 80 84 
電 力（億KWH) 5,000～5,200 5,200以上 5,090 
銑 鉄（万ト ン） 6,500～7,000 7,200～7,300 6,580 
組 鋼（万トン） 8,600～9,100 9,500～9,700 9,000 
石 炭（トン） 496,000,000 576,000,000 
石油採掘量（トン） {23附240 000} 240 'ODO' 000 242,000,000 
ガス採取 i註（億m3) 1,500 1,300 
機械・金属加工（倍） 約 2.0 '1,5 2.4 
化学工業い） 約 3.0 約 2.5
軽 工 業（ /I ) 約 1.5 1.5 
食品工業（ /I ) 来守 1.7 1.5 
金属切削工作機（台） 138,000 190,000～200,000 184,000 
自 動 車（" ) 511,000 750,000～856,000 612,000 
皮 靴（足） 356,000,000 515,000,000 477,000,000 
一一一一一一一一一一一一一
第6表工業生産の前年比成長率（%〉
設非機金械属 化芸全土工業臨時レギー 建工業材 製木材紙 軽業工 ；食品
（発電）；（燃料） 冶金加工 工 ！工業
一一一 ． ’ －一
59 11.4 9 9 15 10 22 9 9 [ 11 
60 9.5 8 10 16 12 18 7 8 [ 4 
61 9.1 7 10 16 14 12 5 5 7 
62 9.7 8 9 15 15 9 6 4 9 
63 8.1 10 9 13 16 8 7 2 j 5 
64 7.1 12 7 8 9 15 8 6 3 : 2 
65 上実（計績半画期8.1) 

































































































（注〉 1. このために，ゴスプラ γ付属の《物価》国家委員会が設けられた。











（注〉 アイザック ・ドイツチャーの論説“TheUSSR between the XX and XXIII 
party Congresses，，「世界J1966. 2月号参照。
一－XlV一一 ーは一
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Oソ連， 太平洋でロケ ット実験・・ ・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・ 1月9日（280頁〉
O 「受注生産方式」全ソで採用 ........................1月13日（281頁〉




Oソ連，強力海兵隊編成か ト ・・ ・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・ 1月22日（285頁〉
Oゾ連， インドネシアへ自重をすすめる・・ ・・・・・・・・・・・・ ・1月22日（286頁〉
Oソ連紙，モンゴルの粛正を報ずい.............., .. . .. .. • 1月23日（286頁〉
Oソ連， 中ソ国境の兵力増強か ？......................... 1月25日（287頁）
Oソ連， 仏大統領を招待・・・・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・1月25日（287頁〉
Oシェレーピン副首相，モンコ’ル訪問....................1月27日（287頁〉
0世界党会議， 予定を変更せず・・・・ ・・・・・・・・ ・ ・・ ・・・・1月29日（288頁〉
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（注〉 党 ・国家統制委員会議長ツェレーピン ・A・N, 国家保安委i司会議長セミチ












































































































































ンドネシアのこの措置を支持していない為とみられる。 (1. 3. AFP) 
1月4日
曹米国，ソ連政府首脳を招請－ーモスク ワの米大使館は， 41:1, ソ連政府に対
し，ソ連首脳が米国を訪問するよう希望するとのジョンソン大統領のメッセージを






(1. 4. UPI) 
曹ソ連最高会議代表団， トルコ着一一ニコライ・ポドゴーノレヌイ共産党中央委幹
部会員兼書記を団長とする10人のソ連最高会議代表団は4日午後，9日間にわたっ
てトルコを訪問するため，モスクワから空路アンカラに着いた。 (1. 4. AFP) 
V低開発固からの輸入関税撤廃一－Y連は4日，アジア，アフリカ，及び中南米























ら，片方では他国への軍事介入をやめようとしていない。」 (1. 6. Pravda) 
’西独，米ソ首脳会談を歓迎一一ジョンソン大統領の一般教書で3 ソ連新導者と












(1. 7. AP) 
’ソ連， ポーランドと 5カ年計画を調整一一8日のモスクワ放送によると，ロマ






vソ連，太平洋でロケγ ト実験一一ソ連は 1月11日から 3月1日までの問に新型
ロケッ トを実験データ収集のため太平洋に打込むと発表した。海域はクリスマス島
の西方，赤道付近。 (1. 9. Tass) 
vソ連，インドネシアの国連脱退を支持せず一一ーミハイロフ駐インドネシア ・ソ
連大使は9日， スパンド リオ外相と会見し，インドネシアの国連脱退に不賛意を表



























画を立てているからであるという。 (l. 13. Pravda) 






(1. 13 Pravda) 















これは多分， ソ連の地下核実験によるものと推定される。 (1. 15.ロイ々 ー）
vソ連，分担金問題で国連事務総長に通告一一ソ連は，閏連総、会で、の投蒸権をMi
｛呆できるなら， “救済基金，，へ，国連軍分担金に相当するものを払込む用意がある
















するために関かれると発表している。 (1. 16 Izuvestija) 
（注〉 これはソ連政府が，今回のワノレシャ ワ機榊政治諮問委員会をきわめて重視
しているしるし とみられる。 東-0'¥I］はこの会議で NATOの多角的核戦力（MLF)
計画に刻する強硬な反織を示し，これをけんせいしようとするのではないかと
見方が強い。
, 64年のソ連の対外援助額8億 ドル以上一一米政府筋の発表によると， 64年に共
産圏諸国がおこなった対外経済援助約束額は 1昨年の 4倍近くの13億4000万ドノレに
達したが，その首位はソ連の 8億ドソレである。 ソ連の対外援助は年手IJ2.5%, 12年


























善は可能となろう。 (1. 17. Pravda) 
〈注〉 こような数潔経済学や電 r計算機の応用に対・して，旧式な企業管理者の中
には，理解を示さ ない者がまだ少なくないという のが実情であり，今後，なお




ものとして，クレッ パー．駐ソ大使に送り返すよう指令した。 (l. 17. ロイター〉
1月 18日



















いる。 (1. 19. Pravda) 
































裂させるものJと述べた。 (1. 20. RP) 
1月21日







と述べている。 (1. 22. Pravda) 
，ソ連，強力な海兵隊を編成か ？一一ー米国 CIA （中央情報局〉の最も新しし、推
測によると， Y連は昨年夏から強力な海兵隊の編成を開始しており，これはソ連の
政治的，軍事的な戦略が大きく変化しはじめた兆候として極めて注目すべきものを
含んでいると考えられる。これはさき頃ジューネープで米 ・英 ・仏 ・西独の情報専

























































いる。 (1. 25. UPI) 







’英共産党代表，モスクワ着ー一一パワムリ ・ダット，ウィ リアム ・ウェイライト
両執行委員会政治局員からなる英国共産党代表はソ連共産党中央執行委員会の招き

































総、 生 産 l街 7%増
国 民 所 4尋 7%以上増
工 業 生 産 7.1% I 〈前年度8.5%増）
農 業 生 産 12% I 
貨 物輸送金 9% I 
小 売り売上高 5.3% I 
対 外 貿 易 5.5%増
ヌ・＇－＇1 働 人 口 4%" 
労働者の実質収入（1人あたり） 4% II 
工業の労働生産性 4%" （前年度 5%増〉
化学工業生産 15% 1 C前年度16%増〉
発 電 道＂＇主事． 12% II 
鉄 ・非鉄 金 属 8%グ〈前年度 9%増〉
機械製作，金属加工 9% 1 ( II 13%増〉
建 設 資 キ才 8%” く ’t 8%増〉
林業，木材加工，製紙 ら%If く，， 7%増〉
































































































公的機関の代表も参列した。 〈極東） (1. 7. Khabarovsk) 
1月 1 日
vウラジオ港に冬暴風ー一一10日夜から沿海地方一帯に秒漣30mの冬暴風が襲来し
ウラジオ港は完全に機能を停止した。 (1.11. Tass) 
1月 12日
Vブリヤート自治共和国人事一一プリヤート最高会議幹部会はブリヤー ド閣僚会
議の第 1副議長 V.I. Dubrovskiyを農業生産及び調達長官の任務から解任し，後
任として IA. lgnatyevを任命した。 〈東シベリア） (1. 12. Ulan・ude)
Vブラゴヴェシチェンスク市第12会期ソビエ卜開催
（極東） (1. 12. Blagoveshchensk) 
l月 13日
vソ連，遭難用電波の一般通信をやめる一一昨年末以来， ソー速のサンマ漁船が三




















（東シベリア） (1. 13 Ulan-Ude) 
〈東シベリア） (1. 14. Ulan・Ude)
〈極東） (1. 14. Vladivostok) 
（東シベリア） (1. 16. 1.18 Irkutsk) 
〈東シベリア） (l. 18 Yakutsk) 
（極東） (1. 18. Blagoveshchensk) 
曹ブリヤートの反宗教教育一一学校児童用の無神論小冊子が今， j占頭で発売中で




〈東シベリア） (1. 19. Ulan-Ude) 
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ソ連案 430万トン 日本案 370万トン






















































































までモスクワで開かれる第 2四日本産業見本市にハー ドタイプ，ソ フトタイプのカ









































は2～ 8月の予定。 (1. 28.日経〉































































契約にする意向で， 3月中にも商談をまとめることになってし、る。 (1. 29.日経〉
b）経済建設関係
。交通 ・運輸
Vサハリン州とアムーJL,911における農業航空一一新春， 5台の AN-2機と 5台
のMI-1ヘリコプターがサハリン州とアムーノレ州のソフホーズ企業に使用される。






















輸送に任じた。 〈西シベリア） (1. 6. Gudolο 




期に Yakutsk=Nyu了ba=Mirnyy空路， Yakutsk=Zhigansk = Tiksi空路に就杭
するであろ う。ターボブロップ機整備員もすでに訓練された。
その他変った所ではM 1-6型ヘリコプターが航空サービスの強化に使用され






ピノレデ、イングもアノレダン空港に建設される。 （東シベリア） (1. 6. Yakutsk) 
，ュージノ・サハリンスク空港に新ホテルー一一様太の豊原（ユージノ ・サハ ！iン
スク〉に400人の旅客を宿泊させる新ビルディングが建設される。これは1965~干の























とを結ぶ主要路線の電化計画も立案中である。 く連邦） (1. 7. Tass) 
T AN-24，モスコウ＝チュメン間初就航一一AN-24型ターボブロップ機が 1月G
日モスコウからチュメン空港へ到着した。これは初就杭である。





〈西シベリア） (1.7. Vodnyy Transpot) 
Vチタ＝クリチ力関定期航空路開設一一Chita=Klichka問に定期航空路が開設
される。チタ発午後 9時50分，クリ チカ発正午。また，新年の 1週間中にチタ空港
のパイロット達は1360人の旅客と数十トンの貨物を輸送した。
（東シベリア） (1. 7. Chita) 
' lし18型，Anadyr航路へ初就役一一一 IL-18型旅客機がはじめてモスクワから
Anadyrへ到着した。とれはモスクワニアナディノレ間新航路の開設で、ある。








今年縫の数は1.5倍に増加された。 〈極東） (1. 13. Seliskaja Dzizuny) 
vカムチャ ッ力の冬期航海シーズン閉幕一一今週から，カムチャッカの西岸に沿
って冬期航海シーズンが開始された。その第 1船はすでに多くの貨物をつんで各地








隊に貨物を輸送してヤる。 〈西シベリア） (l. 15 Pravda) 
’サハリンの幹線鉄道敷設ーーサハリンの山と森と湿地を通って，島の南部と北
部を，東海岸と西海岸とを結ぶ幹線鉄道が敷かれることになり ，現在ポベジ駅から










（中央アジア） (1. 26. Pravda) 
，コルイマ＝チュコト力空路の任務ーー マガダン飛行場ーからとびたつAN=l2旅
客機2機はチュコトカ北部の遠隔部落と金鉱の従業員に郵便をとどけ，採金場へブ
ノレドーザー，自動車および採鉱機械を運搬している。 〈極東） (1. 29 Pravda) 
曹アパカン＝タイシェト鉄道開通一一アパカン通信， 1月298アパカン＝タイシ
ェト鉄道が開通し，アパカン市では盛大な祝賀ミーチングが催され，最初の列車が
タイシェトにI古jけ発車した。 （東シベリア） (1. 30 Gudok) 
（討：〉 主な駅名は次の通りである。
アノミカン＝ ミヌシンスクニ＝－：？ ェノレ リイクニ＝クラギノコ二＝ジュラウレボエヱカツ








〈中央アジア） (1. 5. Pravda) 









電力を保障されることになる。 く極東） (1. 10. Izvestija) 
’天山山脈頂上に電力科学研究所ー一一プノレンゼ通信， キノレギス ・アノレタウの海抜
3200 mの頂上に， ソ連で最も高い所にある電力科学研究所ができた。 とれは高い
111縁地帯の大電力の送電方法を研究するもので，すでに活動をはじめた。
（中央アジア） (1. 23. Pravda) 
O鉱業（パイプラインを含む〉
V トミ ・ウーシンスク炭坑拡張一一ケメロボ通信，クズパスのトミ ・ウーシンス
ク炭坑の新設第7, 8両切羽から木H最初の石炭がでた。これでこの炭坑の出炭量




（カザフスタン） ( 1.5. Izvestija) 
’シャイム＝チューメン石油I＼イブライン建設状況一一オピ河支流のコンダ河の
シャイムからチューメンに至る延長436kmの石油ノぞイプラインが建設されている。















（西シベリア） (1・13Economicheskaja Gazeta) 
v力チカナル鉄鉱石富化コンビナート一一カチカナノレの山地では，鉄鉱石の大き
な採鉱富化コンビナートで集塊工場の第 1JI民が操業を開始した。




なった。 〈中央アジア） (1. 16. Pravda) 
Vウラン・ウデ石灰工場一一一ウラン ・ウデ通信，ブリヤート建設局の集団は年産
30万tの能力を持つ石灰工場の第1Ji慎を建設し稼動させた。
（東シペりア） (l. 17. Stroitelinaja Gazeta) 
曹ウスチュルト高原の天然ガス一一アノレマ ・アタ通信， ウスチュノレト高原で天然
ガス床が発見され，深さ400mに達する最初のガス井戸が10ヵ所に作られた。
（カザフスタン） (1. 18. Pてavda)
’タゾフスコヱ＝ノリリスク間ガスI＼イブライン踏査開始一一クラスノヤルスク
通信，タゾフスコエ＝ノ リリスク問ガスパイプライン工事経路の踏査がはじま っ




（東シベリ） (1. 19. Chita) 
’べ一口ポのコークス炭坑建設完了一一クズパスのベーロボ市でコークス炭年産
120万tの炭坑が建設完了，別に年産360万tの石炭富化工場が建設中である。
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シベリア開発
ヵ所稼動しており，今年はさらに15ヵ所に井戸が掘られる。






〈カザフスタン） (l. 3. Pravda) 
V中央アジアのナヴォイに大化学工場一一一ワズベクスタンのサマノレカンドに近ν、
ゼラフシャン河岸のナグォイに大きな肥料工場の建設が進められている。
（中央アジア） (1. 3. Pravda) 
曹パヴロダール大化学コンビナート建設一一一パヴロダーノレで巨大な化学コンビナ
ートの建設が展開されている。広大な敷地に約120の生産構造物が建てられ，鉱物






























のひとつになるであろう。 （ウラノレ） (1. 15. Stroitelinaja Gazeta) 
V クズイル・オルダ・セルローズ原紙コンビナー卜一一アノレマ ・アタからの通信
によると，クズイノレ ・オノレダのセノレローズ原紙コンビナートの第li慌が操業にはU、
った。 〈カザフスタン） (1. 17. Pravda) 
Vジャンブーjし過燐酸工場拡張一一 アノレマ ・アタ通信，ジャンブルー過燐酸工場
で新しいスノレフォン炭製造工場が稼動をはじめた。この製品は貴重な化学試剤とし
て蒸気機関の塩害と沈澱物除去に用いられる。 （カザフスタン） (1. 19. Pravda) 
’べレズニキー加里工場の建設進む一一ウラノレのベレズキーで大きな第2加里工
場の建設が進んで、いる。 この工場は年産数Jitの加里肥料を出荷することにな乃





平炉の組立が完了した。 （極東） (1. 20. Izvestija) 
V マゲニトゴルスク冶金工場設備拡張一一マグ‘ニ トゴ、ノレスク冶金工場で新たに強
力な鋼材冷圧延機の建設がはじまった。非常に大きな機械で年間数十万 tの鋼板を




















トラクターを整備した。コンパインの修理も進んで‘いる。 く極東） (1. 8. Pravda) 
V樺太の漁船隊増強ー一一1965年に樺太の漁業コルホーズはp 大型冷凍トローノレ船
によって増強される。今， 4隻の大型冷凍トローノレ船がパノレチック海の漁夫達をの
せて樺太へ向かつてU、る。これらの船は Kotovskoga,Zavety Ilyicha, Kalinina, 
Druzhbaの四コノレホーズに配置される予定。同じような船がやはり本年前半期中に
Kommunizmu, Kirovaの両コルホーズにも配置される答である。
〈極東） (1. 8. Yuzhno・Sakl叫 insk)
Vマガダン州の漁獲量一一i月17日付MagadanskayaPravdaは次のよ うに報じ
ている。







。マガダン漁業トラス トは1965年中に 6万9800トン，漁船隊は 2万5200トン，
コノレホーズ漁夫は 2万4800トンの水揚げ量を確保しなければならない。
。マガダンチHの漁夫達は65年中に 8万ト ンの漁獲をあげる事を約束してい
る。一以下路一 〈極東） (1. 16. Magadan 
曹沿海州の漁獲量一一沿海地方の漁業コムソモノレ隊員は10月 i日までに1964年の
計画を達成し，35万 トンの魚類及び海産物を収獲した。

















y luchmt号が山地した。 この船は日本で造られた最新型のもので， 加工設備をも
そなえ，長さ115mの舷側に各30tのサパ漁船15隻をつないでいる。
〈極東） (1. 19. ¥'oduyy Transport) 
曹アリューシャン海域の漁業一一極東漁業局の20隻の大型冷凍トロール船団が今
年のはじめからアリューシャン列島海域で操業中である。
〈極東） (1. 20. Petropovlovsk-Kamchatka) 
Vナホ ト力港の冷凍トロール船一一ナホトカ漁港を木年最初の冷凍トローノレ船
Kallisto号が出港した。 この船は太平洋とインド洋の赤道と｜可帰線の海域で操業す
る新型船で，東ドイツで造られたものである。 （極東） (1. 20. Gudok) 
V ドゥルージパ・漁業コルホーズのノルマ一一樺太のポロナイスクのドゥルージ
パ ・コノレホーズは65年中に l万3000トンの漁獲をあげなければ．ならない。




















































れまでにこの水道の建設を終らなければならない。 （極東） (1. 19. Izvestija) 

































(1. 9. H j経〉










た由。 (1. 29) 
V米ソ文化交流計画発表さる
米国務省は30日，本年中の米ソ文化交流計画iを発表した。ソ連がピアノの リヒテ
ノレ，ヤクフ・ サク，バイオリンのイーゴリ ・オイストラフを送るのにたし・し， アメリ











l . シベリアの労働力問題 （要点抜翠〉
(1964. 12. 26. Trud) 






















今やシベリアは， ヨ一口＇／ パ系の住民が根幹をなしている地域 〈ウラル以西の地域
をさすものと思われる） へ逆に労働力を補給する側に立ちはじめているのである。
この地域における人口流動の指数はソ連中央部の 2倍以上に逢する。
例えば， クズパス地区においては， 年々 ， 炭坑労働者の 12.3% , 機械労働者の
15.8%が他の地域へ立去っている。










ロシア共和国大臣 V.N. Stolctov（法，尚士号；中学専門教脊大r:ns. M. Butusov C注，



























(1965. 1. 25. Pravda) 




をしめることになっている。。 その最も重要なもののなかには3 カナコボ， シチョ














5. アパカン＝タイ シェッ ト鉄道開通の意義（要点抜草）
(1965. 1. 30. Pravda) 
l. アパカン＝タイシェット鉄道建設が終了し， 最初の列車が 1月29日夕刻アパカン
からタイシェットに向って出発した。 この鉄道はシベリアの最も不使な地区のひと
つである東サヤンを貫いでし、る。


















ア鉄道 （マゲ二卜ゴルスク＝カルタルイニ ツェリノゲラード＝パルナウルニ ノポ
クズネック＝アパカン＝タイシヱット〉の最後の区間でである。 これは一時工事．
を巾止していたが， ブラック地区の工業建設およびその東のコルシニハ鉄鉱床の




ソ連邦アカデミー会員 A Aleksandrov 
(1964. 12. 31. Izvestija) 
1. 今日世界の原子プ7発篭は総出力350方kwで，その泌をソ連邦が占めてヤる。
2. 原子力発電の放射能の害は根拠がなく，大気の汚染は火力発電所より少ない。










































































I〕 東シベ リアの学術セ ンター 〈要点抜奉〉
M • Odinぉov
H〕 東シベリアのハカシヤの石炭（要点抜奉〉







































以上の二者であり p クレムリンはこの内， いずれかひとつを早急に選択して態度を
決定しなければならない。第三の道はワシントンも北京も決して認めないであろう。
以上の観点、からみても， 1965年とし、う年は世界にとっても， ソ連の党と人民にとっ






























































































































































(2. 4. UP I) 
vソ連の原子力潜水艦30隻以上か一一一イタリア海軍年鑑によると，ソ連海軍の就
役潜水艦数は400隻で，うち30隻以上が原子力潜水艦である。また全潜水艦の大半















































































































































































































































































































































































































たる北ベトナム訪問を終え， 10日ハノイ発，帰国の途につν、た。 (2. 10. Tass) 
V コスイギン首相，空港で語るーーハノイ空港を出発するにあたり，コスイギン
首相は次の要旨の談話を発表した。











































れておらず， 北京王lj薪後も，直接イル グーツク経由モスク ワへ帰関すると発表
されていた。それが俄かに北朝鮮訪問の実現をみた事は，注目される。これは
















のむじなだったJと非難したととが問題になったもの。 く2.11. UP  I) 
2月12日
vソ連首相，北朝鮮代表と会談一一コスイギン首相は12日，平壌で北朝鮮代表団















































した。 (2. 12. AP) 
v中ソ友好同盟相互援助条約調印15周年記念に友好団交流一一12日の北京放送に












































































































































































































































を冷却するととにあったのではないかとみられている。 (2. 18. AF P，朝日）
vソ連，農相を更迭一一ソ連最高会議幹部会は17日，ボロチェンコ農業相を同省































































































































(2. 21. DP A) 
(2. 21. Tass) 































同外相は21 日パリから~路モヌクワへ到着したものであるc (2. 22. UP I) 
vフィンランド大統領，訪ソ一一ーケッコーネン ・フィンランド大統領夫妻は21日
インド訪問の帰途，空路タシケントへ到着した。大統領は22日午後モスクワに到着













析してヤる。 （三.22. Tass) 
V中共国防相，ソ連軍記念日に祝電一一22日の北京放送によると，中共副首相兼
国防相林j彪元自のは21, 日ソ連国防相マリノフスキー元帥にソ連軍建軍47周年にあた







































固によって行なわれるべきであるとしている。 (2. 24. ロイター，共同〉












































































































































































































(2. 28. UP I) 
vソ連連首相，東独首相と会談一一東ドイツ訪問中のコスイギン・ソ連首相は28
日，シュトフ東ドイツ首相と会談，友好的ふんヤきの中で，同－国がともに関心ある
諸問題について話し合った。 (2. 28. Tass) 
’ブハーリンの名誉回復か一一消息筋が28日明ちかにしたところによると， ソ連
政府はスターリンによって1938年粛清されたプノ、ーリンの名誉を回復するもようで



















人員が選挙事務にあたる予定。 －（極東） (2. 1.Vladivostok) 
' ハバロフスク地方ソビエト選挙の準備一一今年の選挙では28の選挙区が設けら
れよう。すでに 6万人の人が選挙委員会の仕事にたずさわるよう指名された。
〈極東〉 (2. 1. Khabarovsk) 
2月2日
vマガダンで外国映画上映一一マガダン州で多くの外国映両が上映される。その
中には日本映画「ヒロシマの石」アメリカ映回 「NewOrleans FavoriteJ イギリ
ス映画 rinthe Name of Glory Jフランス映画 「すてきなアメリカ人j等である。
（極東〉 (2. 2.Magadan) 
vアムーJし11ソビ工ト選挙雲員会設置一 3月14HのアムーJレナ！、｜ソドェ トの選挙
に備え，788の選挙！玄が設置され，州選挙委員会がプラゴグェシチェンスク市に設け
























（極東〉 (2. 5. Petropavlousk-Kamchatka) 
2月6日
V極東海運局の実績一一 極東国家海運局 （DalnevostochnoyeGosudarstvennoy 
Parokhodstvo）は1964年の年間輸送計画を24万1000トンも超過遂行した。




（極東〉 (2. 6. Vladivostok) 
’ケラスノヤルスク地方ソビエト選挙準備一一クラスノヤノレスク地方では，クラ
スノヤノレスク市ソビエトの選挙のために 499選挙区が設置された。2年前の選挙の















































ていない。 〈中央アジア〉 (2. 19. Stroitelinaja Gazeta) 
，ソ連陸海軍記念日一一ウラジグォストーク軍事博物館では第47回ソ連陸海軍記
念日のために新しい博覧会を開催した。 （極東〉 (2. 12. Vladivostok) 
vアムールス力ヤ ・ブラウダ，軍事評論掲載一一22日付の AmurskayaPrav<la 
は極東高等武器学校党書記 Vasyuk大佐及び極東戦車学校教官 Ostape叫｛0 少佐の








〈極東〉 (2. 22. Khabaro'vok) 
2月23日





た。 〈棟東〉 (2. 22. Magadan) 
















































原 ・重油 400万ト ン
石綿 1250トン その他。
























































































のと期待している。 (2. 11. 日工）
V クロロプレン3000トン契約一一電気化学は101:I，合成ゴム「クロロプレン」を
ソ連向けに輸出契約したと発表した。数量は3000トン価格は290万ドル，積期は2









































































































に比べ立方メートノレ当たり FOB （積み出し港本船渡し〉価格 1ドル高〈商社によ
















































































うになった。 （西シベリア） 2. 18. Vodnyy Transport) 
V トミ河港の建設はじまる一一一トムスク市でトミ河の港の建設が開始された。と
れはシベリア第1の新しい機械化された港の設備をもつようになるであろう。



























区火力発電所建設が計画され，計画出力各400万kwのイタック第 1, 2, 3から着手
される。それらの電力はクズパス，ウラル，および欧露の各地に送られることにな
ろう。 （東シベリア） (2. 7.Izvestija) 
Vエルマーク国営地区火力発電所建設ーーバブログーノレの南約10kmのイノレトウイ
シ河の岸で、エルマーク国営地地区火力発電所の全連邦コムソモル突貫工事が展開さ







エセイ河経由の船で輸送されることになっている。 （東シベリア） (2. 15. Pravda) 
Vネピト・ダゲにソ連最大のガスタービン火力発電所一一アシハパド通信による










I/ 10～I  12で足りる。ことに水の少ャ中央アジアまたはカザフスタンではとくに有利





























































































































るO 〈極東〉 (2. 1. Pravda) 
V コーガンド靴下コンビナート好成績一一タシケント通信によると，コーカンド
靴下・コンビナートは7ヵ年計画の計画課題を遂行した。ここの靴下生産量は 6年















る。 〈西シベリア〉 (2. 3. Economicheskaja Gaze ta) 
vサランスク・タイヤ再生工場操業開始ーーカラガンダ通信によると，最近サラ
ンスクではタイヤ再生工場が操業を開始した。新工場は年間10万個のタイヤを再生





















工場に供給される予定である。 〈ウラノレ〉 (2. 14. Gudok) 

















































〈中央アジア〉 (2. 13. Izvestija) 
V海上気象観測船ウラジポストクに帰えるーーウラジボストク、港へ海上気象観測
に任じていた科学研究船“A・I・ Voeiko”号と“Yu・ M ・ Shkoaliskiy”号が太平
洋上における 3ヵ月にわたる調査活動を終って帰えってきた。





M • Odintsov 








一（ 114）ー つQqδ 
シベリア開発
















































によれば，ソ連のプレジネフ党第 l書記は先週， 3日間にわたりハンガリ ーに滞在，
ハンガリ ー共産党首脳と秘密会談を行なった。この会談にはソ連側からポドゴノレヌ
イ中央委幹部会員も参加し 1月29日， 31日の聞にカダノレ ・ハンガリ一首相と「相互









ければならない。 〈東シベリア〉 (2. 8. Irkutsk) 
vヤクートの空気物理学一一ヤクートの空気物理学者逮はラジオゾンデを22～24
kmの高度まで揚げることに成功した。 （東シベリア〉 (2. 13. Yakutsk) 
V砕氷船レこンゲラード号一一 フィンランドで建造－された新砕氷船レニングラー
ド号が2月15日マガダン港へ到着した。この船は砕氷船モスクグァ号に類似した船
で長さ 122m，巾 24.5m，排水量13310トンで， 22000馬力のエンジンとスクリュ－
3伺を備えている。この砕氷船はオホーツク海と Nagayevai曹の航海に出発の予定。
（；極；東） (2. 15. Magadan 
’力ムチヤツ力の；魚、獲状況一一2月はじめから 2月lG日まで‘にカムチヤツカのj魚

























ソ連邦共産党チューメン州委書記 A. Protozanov 
(3. 6. Izvestija) 
日〕 大学は優秀な新入生を待望んでいる〈要点抜牽〉
ソ連高等中等専門教育相 V. Eljutin 
(3. 20 Pravda) 
阻〕 1964年度，モンゴノレ人民共和国国民経済計商の成果（要点抜奉）
モンゴノレ閣僚会議所属中央統計局












































































大臣 P.V. Dementjev 
国防技術国家委員会－国防工業省
大臣 S.A. Zverev 
ラジオ ・電子工業国家委員会ー→ラジオ工業省
大臣 V. D. Kalmuikov 
電子技術国家委員会一→電子工業省、
大臣 A.I. Shokin 
造船国家委員会一→造船工業省
大臣 B.E. Butoma 
中機械製作国会委員会一一中機械製作省
．大臣 E.P. Slavskiy 
（注〉 各国家委員会の議長をそのまま大臣に仔命した。
一般機械製作省
（注〉 復活。 1957年一且廃止されたもので軍事的な任務を もつものと考えられ
ている。

























































































































































































































































































2, 3.17, Pravda）これは， 6月にアノレジエリアで開催を予定されている第2向AA
会議に対する心理的な対策で・あったと考えられている。 とくに最近，中央アジアやカ
ザフスタンの住民に対して， 中国側からの働きかけがしきりにおこなわれているとみ










































































丸機関長ニ39年7月だ捕〉 (3. 5.) 
vソ連向け特殊鋼輸出減少か一一特殊鋼業界では40年度のソ連向け輸出が減少す
る見通しをたてている。これは昨年あたりからソ連の買付けが急減し， 37年には15
万トン， 38年20万トンにも及んだものが， 39年度には 5万 トンに激減したことなど
















































































































































































までにホワイトミーノレ約5500トン， ソリューブノレ〈濃縮魚液） 1000トンP ；魚油250































ソ沿岸貿易に対する期待を高めている。 (3. 15. 日経〉
V 出光石油，ソ連石油輸入の増量と値引きを要請一一向光興産はソ連石油輸出公
団との間で結んでいる 6ヵ年の長期石油輸入計画が41年 3月末で期限切れとなるた








































































































マ喫水＝5.55メー トノレ，マ総トン数＝約27,000万トン。 (3. 19. 1，工〉
V誌郵エ連，ソ連へ視察団一一 日本球部工業連合会（理事長大沢球部製作社長大
沢一郎氏〉は7月13日に「ソ連 ・欧州ほうろう工業視察団Jを派遣する準備を進め













































































































































































































理事長が東欧各国を訪問する（予定〉ーーなどを計画している。 (3. 30. r-1経〉
V 日ソ，サケ・マス交渉妥結一一漁獲量1万5000トン一一第9四日ソ漁業交渉は，
30日午前日時すぎから外務省で開かれた非公式折衝で，今年の北西太平洋における























































































ZAZ965A M403 lllR 
ホイルベース 2,023 2,380 2,700 
トレッド前／後（弘〉 l,144/1,160 l,255/1,220 l ,410/1,420 
地 上 高〈弘〉 175 200 190 
3，、三• 長〈弘〉 3,330 4,055 4,770 
全 幅（弘〉 1,395 1,540 1,800 
全 高〈弘〉 1,450 1,560 1,620 
乾繰重量；（kg) 600 900 1,360 
エ ンジン型式 キャブレーター キャプレーター キャプレーター
気信jの数と配置 V 4. L4 L4 
冷却方式 空冷 水冷 水冷
気筒 内 径〈鳴i) 72 76 92 
ピストン行程（鳴.，） 54.5 75 92 
総 排気 量（cc) 887 1,360 2,445 
敢同 þÿšØ出力（ES) 27 50 80 
ノレ ク（kgm) 5.3 8.8 17 
庄 1稿 比 6.5 7.0 6.6 
最高 速 度（km/h) 90 115 130 
燃 費（1/lOOkm) 5.5 6.5 9.0 
ギ、アボックス数
4/3 4/3 4/3 うちシンクロ
主ギア の型式 ハスノξカサ ハイポイド ノ、イポイド
ブレーキの型式 ドラム ・ブロック油圧 、司 、
懸架機構前輪 独立式 独立式 独立式ネジリノξネ スプリング スプリング
後輪














































































象条件のために洗鉱シーズンは 6カ月でしかなく p そのほかの期間はほとんど， 設
備の修理や改造についやされたが，今年は労働者たちは冬休みもなしに働けるであ




















問題であるo 〈中央ア ジア〉 (3. 1. Pravda) 
Vオムスク製油工場にガスの硫黄除去装置新設一一オムスク製油工場でガスの硫
I 黄除去装置が作られている。一つの高さ20mの円柱を6ったてなければならなかっ
！ た。重量 150tでつながっている 6本の円柱を同時にたてる作業は困難であった。
この硫黄除去装置は今年の第3・4半期に操業させなければならないので建設者た























































線架設工事に使われる予定になってヤる。 （ウラノレ〉 (3. 3. Pravda) 
Vフルンゼ市に自動車組立工場建設ーーキJレギス共和国の東端にある首都フノレン
ゼに中央アジア最初の自動車組立工場が建設中である。














































































































渡した。 （中央アジア〉 (3. 10. Economicheskaja Gazeta) 

































連結農機の準備を完了した。 〈カザフスタ ン〉 (3. 25. Pravda) 
’力ムチャッ力漁業の好成績－ーペトロバグロフスク ・カムチャッカ通信による
と，カムチャ ッカの漁業は5日間早く 4半期の計画課題を遂行した。漁獲高は 9万
2700 tで， ヒンガン号が大型トロ ーJレ船団のリーダーとして活躍している。 コノレホ
ーズの漁業船団も 3月12日に 4半期の課題を遂した。レーニン名称、コルホーズの中
型トローノレ船ケノレチ号は課題の2倍に当る1500tの漁獲を行なった。


































































〈東シベリア〉 (3. 30. Gudok) 






































章一－450づ札 “勤労勇敢のため”記章一一640名， 物 労優秀”記章一一560名で
















に対するボーナスは2～ 4%増額され， 超過遂行分に対しては実績1%増毎に 0.2
～0.4%の追加ボーナスが支給されることになる。































ソ連共産党チューメン州委書記 A. Protozanov 




















ソ連邦高等中等専門教育－相 V. Eljutin 










































牛 1,856,400 1,957,900 105.5 
羊 12,637,600 13,034,800 103.1 













01964年度工業計画は96.4%達成， その内訳は国営工業95.1%, 組合工業101.5o/o 
達成。 1964年度工業生産総額は1963年度より 4%増，その内訳は国営工業2%増，
組合工業11.9%増。
1964年度に於ける工業用資材の生産は1963年度に比し fA項J1.2%増， fBJ 
























































































運輸通 信 10.2 
商業 1.1 
文 化 衛 生 8.6 
住宅，福祉 16.5 






自動車運輸 93.2 97.0 
鉄道運輸 112.8 66.4 
通過運輸 100.4 39.2 
航空運輸 95.1 105.7 




















電話局 103.6%，電諮問r93.3%，電話支局 101.5%，ラジオ放送局 100.8%

















































































[ I〕 シベリアの石油問題 〈要点抜華〉 経済科学防土 I. Karjagin 
( 4. 1. Pravda) 
〔H〕 ケメロボでの自動車列車による石炭の集中輸送 （要点抜翠〉
ケメロボ自動車局長代現 I. Shulaev 
(65, No. 2、AvtomobilinyyTransport誌〉
〔凹〕 化学地方 〈東シベ リア〉〈要点抜葦〉
イルクーツク市東シベリア国民経済会議議長代理 Yu.Jila 





(4. 11. Pravda) 
〔VI) 1965年第 1・四半期におけるソ連工業の成果 （要点抜草〉
〔刊〕 その他の経済発表の抜率
ソ連邦閣僚会議所属中央統計局発表
( 4. 21. Pravda) 
。コノレホーズ所得税に関する最高会議幹部会令
01966～初年度農産物調達計画
( 4.11. Pravda) 
( 4.21. Pravda) 











































































そして10日朝， ドゴ＿，レ大統領に信任状を提出したが， その際ドゴーノレ大統領は 「仏
ソ両国が協力することは人想全体の利益となろうJ と述べて，ゾーリン大使に破格の
丁重なもてなしをしたと伝えられる。








( 4.11. Pravda) 
V コノレホーズ所得税に関する最高会議幹部会令 ( 4.1. Pravda) 
v肉生産と国家への供出増大に関する閣僚会議決定 ( 4. 15. Pravda) 
’コノレホーズにおける土地改良費の国庫負担その他に関する中央委， 閣僚会議決
定 （4. 20. Pravda) 
’農産物調達計雨 (1966～70年〉に関する中央委，閣僚会議決定






( 4.21. Pravda) 
V コルホーズ員賃金フォンドに課する所得税の算定に関する閣僚会議決定


















































































































：席とする使節団一行が到着した。彼らといっ しょにロシア共和国首相G・ Voronov 
らも来た口飛行場に；立市と州を代表して州党第 l書記S,Manjakinが出迎えた。
夕刻賓客たちは州劇場のオムスク国家ロシア人民合唱団をききにいった。
















著名な学者アカデミ ー会員P・Kochina,A・Trofimchuk，教授 A・Vorobiev,G, 
Kryylovその他の専門家が参加し，建設や林業，地質調査のため飛行船を利用する






















































画の最初の年に比べてほとんど 2倍の歪である。 （西シベリア） ( 4.24 Izvestija) 


























路が開設されたのである。 〈極東〉 (4. 1 Prれてい〉
’ブハラ ？ーウラjし・ガスパイプラインは本年中に完成一一 7ヵ年計砲の最終の
年である本年はブハラ ー ワラ／レ ・ガスパイプライン建設完了の年である。このガ
スパイプラインの能力はブラック水力発電所の 3つ分の能力に達する。数十の企業
はすでに石炭や重油にかわるこのガスによって活動している。





ろうとみている。 （西シベリア〉 (4. 8 Pravda) 
V 力ラガンダ炭抗全連邦記録を樹立一一カラガンダの No.33-34炭坑の作業班




（カザフスタン〉 (4. 8 Pravιla) 
’力ラガンダの新コークス炭田調査一一カラガンダの地質調査隊から新しU、豊富
なコークス炭田を発見したという朗報がアノレマアタへはいった。現在埋蔵量良質石
炭 l億7400万t' うちコークス炭 1億600万tに達する深さ 1200mまでの調査がは
じまっている。カザ、フスタン全体と してはいまのところ深さ1800mまで‘の全埋蔵量
は1400億 tとみている。


















〈中央アジア〉 (4. 15 Vodnyy Transport) 
V マンゲィシラク半島の油田開発一一ーカス ピー海東北の大半島マシグ fシラクの
自然は非常に貧しく荒涼たるもので，あるものは砂と石ころだけ，草もなければ木
もない，かっこうのよい山さえもみえない，まったく「畜生め」とν、いたいくらい







（中央アジア〉 (4. 16 Izvestija) 
Vサハリン石油の突貫作業ーーサハリンの石油採取労働者はレーニン誕生記念日
を目標に突貫作業を行なっている。ある作業班は月間の課題を数百 tも超えた。ボ
ーリ ング班の作業も順調に進んでいる。。 ロシア共和国最高会議ー代議員を してし、る
係長の班は 4月中に300mを掘る予定のところp すでに 2週間で、250mを撚った。深
さ2164mの油井は現在テストにわたされ，5月1日に操業にはU、るであろうり









パスで最初に採炭の 4ヵ月課題を遂行した。 UJでは計画よりも 2万1000t多く山決
した。水力機械係はクス、パス最高の労働j生産性1ヵ月 1労働者 131.5 tを達成した。




































〈百シベリア〉 ( 4.3 Seliskaja Dzizny) 
' ハバロフスクの狩猟シーズン終る一一一ハバロフスク地方ナナイ地区の猟師たち
は成功徳に狩猟シーズンを終った。 トロイツク野獣産業の優れた猟自ijのl人ケノレン
ジガはこくてん25日f,240匹以上のかわうそ，らっこ，いたち， りすをとり ' また









う。 （中；央アジア〉 ( 4. 14 Seliskaja Dzizuny) 
Vベトロパブロフスク港湾労働者ソフホーズの春蒔準備に協力一一ペ トロバフψ ロ
フスク ・カムチャッキーのソ フホーズは春日寄準備の多忙期にはいった。 すでに1000
1の鉱物肥料が到着し，これを雪どけ前に畑に運搬するために困難している。この
作業を援助のためペトロパブロフスク港の港湾労働者は17台のトラックに来って，

























イ，フナがとれた。 （極東〉 ( 4. 29 Pravda) 
f) 各種工場，コンビナー ト，その他
Vウスリースケ機械製作工場ブルガリアに輸出一一極東のワスリスク機械製作工
場はこのほどブルガリアに対し LTSPA-2~ 自動ひれ取り機械を数台輸出した。 ｜司
工場の機械はかねて世界的にその優秀さを知られ， イギリスの現代同型機の l.5｛去
の能力を， 制本のそれより4.-5倍の能力を持ち， イギリスのものより約%経iたであ





状窒素肥料を送った。 〈中央アジア〉 ( 4. 4 Stroitelinaja Gazeta) 
vアムールスク・セルローズ原紙コンビナート間もなく採業開始一一アムールス
ク・セルローズ ・原紙コンビナートは間もなく最初の製品を出荷するであろう。





























ン建設のテス トに用いられるであろう。チェリャビンスク ・トラクター工場は 4ヵ
月計@iを期限前に遂行し，課題よりもトラクター“T-lOOM吋を25台多く出荷する





















建設のため 1 万4500m3の製品と 1500m3 の商品ベトンを出荷した。総生産と商~~生
産の計画は101%透、行された。作業班は4ヵ月の課題を 4)] 28日までに完遂する義











〈中央アジア〉 ( 4.25 Pravda) 
V西シベリア冶金工場建設者叙勲一一ソ連邦最高会議は4月24日付命令で西シベ
リア冶金工場建設者のうち，とくに俊秀な労働者， 技術者， 建設従業員150名を勲
章と記章で褒貸した。 〈西シベリア〉 (4.25 Pravda) 
V “ダリジーゼル”機械製作工場のメーデーを目指す突貫作業－ v、まハバロ フ
スク市の“ダリジーゼノレ”機械製作工場の労働者ムは全国的な運動に加わって，メー
デーをめざし農業機械部品を課題以上に出荷することを決定した。
（極東〉 (4. 25 Pravda) 
vクラスノヤルスク・アルミニューム工場第2号電解工場稼動一一クラスノヤノレ
スク ・アルミニューム工場の第 1号電解工場は丁度 1年前に稼動した。数日前に第
2号電解工場からも最初のアノレミニュームが生産された。メーデーの前に工学グラ







































































































































































経済科学博士 I. Karjagin 
(4. 1. Pravda) 

















































ケメロボの自動車局は1965年に石炭の集中輸送を前年の 2倍にし， それによ って数
千輔の鉄道貨車を解放しようと考えている。
〔田〕 化学地方 （東シベリア〉（要点抜牽〉
イノレクーツク市東シベリア国民経済会議議長代理 Yu. Jila 
( 4. 7. Economicheskaja Gazeta) 
(1）東シベリアは大化学工業発展に有利な条件を備えている。水力と火力の発電所が
建設され，岩塩，純度の高い石灰石，燐灰炭酸塩，蛍石の大きな資源があるC




































国 名 米国西独英国 日本
フラ イタ カナ プ1中墨 オーストベノレ
ンス り一 ダ‘ ラリ ア ギー
（単位万台〉 930 290 233 170 161 109 66 60 40 32 




( 4. 1. Pravda) 





山 i対コルホーズ ! その他農場
地 域 ー 縄 － －l－ー一一 一一一
明 ！小麦lライ麦｜ 小 麦 ｜ライ麦
③ ロシア共和国（北西，中央3 グォノレゴ ： ! I l 
ヴャトカ：3t也区，カリ ーニングラー lご， ; 86 1 81 I 59 [ 63 
ペノレミ什l，ウドムノレト自治共和国を除く〉 ！ ｜ ！ （ 
⑤ ロシア共和国の一部〈＠で除かれた地 ； ｜ ｜ ｜ 
域〉，ウクライナ共和国の一部，臼ロシア， I 130 I 130 I 130 I 130 
リトアニア，ラトヴィア，エストニア各 ｜ I I I 
共和国 i l I l 
c ウクライナ共和国，モノレダグィア共和 l t ( I 
国 '. 76 l 76 .I 45 I 45 
＠ムザヲ共和白 . ---・1 80寸 80 ・1 ぷ160 
－一一一一一一一一－ ---- －一 一一一一一寸一一一寸一一「一一一一寸ー一一
⑤ キルギズ共和国 i 85 1 so I 65 l 60 
① ワズベク，グノレジア，アゼノレパイジャ ・1 f 1 I 
ン，タジク，アルメニア， トノレクメン各 1 90 I 85 I 90 I 85 
共和国 I i l I 
また，販売計画を上まわる量を国家に販売する場合は， 50%の割増し金が与えられ
る。













〔VI〕 1965年第 1・四半期におけるソ連工業の成果 （要点抜翠〉
ソ連邦閣僚会議所属中央統計局発表
( 4.21. Pravda) 
{1) 1965年の第l・四半期の工業生産は前年同期に比べて 9%増大した。各部門別の
成長率は次の通りである。
電カと熱エネルギー 10% 燃料工業 7% 
黒色有色冶金 7 1 化学工業 14" 
機械製作と金属加工 7 II 木材・木材加工 ・製紙工業 4 /
建設材料工業 }0 II 軽工業と食料工業 lO 1 
文化・生活用品の生産 }0 II 
(2) 主要工業生産品目の生産は次の如し。
電 力（10億kw時〉 119 前年比 109 % 
石 油（100万トン） 57.7 II 107 II 
ガ ス（10｛怠m3) 32.3 II 116 II 
石 炭（100万トン〉 144 II 105 II 
（注〉 この内コークス崩 34.l II 103 II 
銑 鉄 (100万トン〉 16.3 If 106 If 
鋼 (100万トン〉 22.3 II 107 II 
！王延材（100万トン〉 15.2 II 107 II 
鋼 管（100万m) 339 （長さ〉 II 104 If 
II (1,000トン〉 2,225 〈重量〉 II 111 If 
鉄 鉱石（100万トン〉 36.5 II 104 II 
鉱物肥料（1,000トン〉 1,674 〈含量100%換算） If 130 II 
II ’I 6,952 〈実際重量〉 II 127 If 
自動車タイヤ (100万個〉 6.4 If 107 II 
タービン（100万kw) 3.0 II 110 II 
交流発電機（100万kw) 7.4 If 102 If 
幹線用蒸気機関車 367 /I 96 II 
幹線用電気 II 168 II 101 II 
自 動車（1,000台〉 148 II 98 II 
トラクター（1,000台〉 85.6 II 112 II 
トラクター用プラウ（1,000台〉 35.0 II 65 I 
II ドリル（1,000台〉 64.2 II ]34 II 
一（200）一 -310-
シベリア開発
トラクター用カノレチベーター （1,000台〉 59.3 前年比 129 % 
グ 刈取機 (1,000台〉 29 .5 , 106 グ
コンパイン（1,000台〉 21.0 C穀物取入れ用〉グ 100 グ





グ（ I/ ) 
If （ グ〉














4.4 C甜菜 I  ) I 97 I 



























〈毛 II ) 
（麻グ）

































































































































例年 9.2 II 
62 II 9 .5グ





これに比べると き，65年第1・四半期は久しぶりに 9%に問復した事を示 し
ている。これは設業生産の回復が間接的にひびいたものとみなされている。
〔W〕 その他の経済発表の抜奉










01966～70年年度農産物調達計画 （4.21. Pravda) 











そのうち フラン天 30 I 
スフ織物とその仕立て製品 14ρ 
絹織物とその仕立て製品 15 11 
亜麻織物とその仕立て製品 12 11 
綿織物ベルベット ・コート 20" 























































































































































第一副首相に任命されたマズロフ ・K・T （刈i：かつて 3人いた節一副首相は日下，









経済官僚派 （北京にいわせるとフノレシチョフ派） の意向によるものであるう。 しかし，



































































































（中央アジア〉 (5. 3 Pravda) 
Vギルギス共和国の産業－ーキノレギズ共和国の工業企業は5月 1日を前にして，
大きな勝利をおさめた。 4月28日彼らは総生産額で 4ヵ月計画iを遂行した。この計
師以上に 5万6000tの石炭， 500万 m3のガスが採取され， 6400t以上の砂糖， 300
t 以上の菓子が作られた。綿花栽倍者は5月 1日までに綿花の播種を成功裡に終了













（極東） (5. 5 Pravda) 












































（中央アジア〉 (5. 20 Pravda) 















これはlけ，1rより 5f古多u、；匙で‘ある。 （凶シベリア） (5. 5 Gudok) 
vコムソモリスクのアムール河のフェリー・ボート動く一一冬期間壮絶していた
コムソモリスク付近のアムーノレ河のフェリー ・ボートが動きはじめた。5月2日左
岸の桟橋から本年最初のフ 広リー ・ボート〈ディーゼノレ船〉 “アムーノレ”号が，ま
だ残っている氷を破って対日：のピワニ駅にj,'ijった。この最初のフェリー ・ボー トは
数十車輔の貨車を積んでいった。 “アムーノレリ号の後から第 2のフ ェリー ・ボート
“コムソモリスク η 号がでた。まだ1難な条件が成っているにもかかわらず，これ
らのフェリー ・ボートは最初の l11に120制以上の貨.1j£で・各種の荷物を積んで運ん





















（東シベリア） (5. 12 Vodnyy Transport) 
Vブラック人工海に新しい港を建設一一・ブラックの人口海は水力発電所のダムか



















り， ウスチ ・パノレイ クとメギオンからはタンカー ・キャラパンがオムスクに｜匂って
出港しよ うと してヤる。 〈国シベリア〉 (5. 14 Pravda) 
’鉄道，夏時間に切替えF 一一極東鉄道総)i.，；管区は5月15日か ら夏時間に切替え
Tこ。 (5. 14 Khabarovsk) 
’ウラン・ウデの自動車道路ー一一パガダリンとロ マノフカ聞の自動車道路が建設




車の速度をはやめ巡行速度は昨年に比べ 88kmi盟加する。 1万 tの重量列車の運行
も計画され，テストを 3回行なった。その場合機関車を 2台とも先頭につけるか，
それとも 1台を列車の中間に配置するかという問題も研究されている。








といわれてし、る。 (lj 1火プジア〉 ( 5. 22 hvestija) 
c) 発電，送電
V中央アジアのフェルガナ州の電化計画一一フヱノレガナ州では電化：） ;fJ "f: 計画が









ンネノレを掘り 12万 miのコンクリー トを打たなければならないω 作業速度は1昼夜










が打たれている。 （東シベリア〉 (5. 22 Pravda) 
▼ウチ・クゥルガンスカヤ水力発電所建設を表賞――ソ連部最高会議幹部会はキ
ノレギズ共和国のウチ ・ククノレガンスカヤ水力発電所建設の成功に対し， 5 )J 24日付
で40名の最も優秀な建設参加者に勲章と記章を付与した。





大きし、ユニッ トはク ヲJレとシベ リアの火力発電所ではこれがはじめてである。 これ
を完全．に隊問jさせるとト 11 1ツカヤl:kl常火力発電所の出力は2倍となる。




f. I・両の第 1｛－手Jjfに比べれば石炭積込畳は 3倍に増加した。昨年の第1.四半期に比べ
てもライヒチンスク支線からでてゆく石炭は 1昼夜に 3列車多い。そして毎月それ
は著しく！＼'I./}Jll しているの 過~m；負担になっていたプレーヤ駅の荷繰りは改善：された。






（西シベリア〉 (5. 7 Pravda) 












（中央アジア） (5. 15 Gudok) 
’タシケントの金鉱－ NuratinskiyeI Lで金を含有する石英鉱脈の露頭が発見さ
れた。調査の結果は非常に有望である。同地の地質学的条例ニは有名な金鉱床所在地























ればならない。 （西シベリア〉 (5. 11 Pravda) 
V力ザフスタンでソペの播種面積増大一一カザフスタンのコルホーズとソフホー
ズはソパの播積に着手した。ソパのために昨年より25%多U、10万6000ヘクターノレの




















































































（カザフスタ ン〉 (5. 4 Seliskaja Dzi,my) 
Vチューメン付近の各河川春の漁期にはいる一一一チューメン付近西シベリアの各
河川lでは春の漁期のシーズンにはいった。 トポリスクの漁夫たちはまっさきに国家









たのクゥノレウンディンスク ・ステッ プでは l番早く春蒔小麦の播種がはじまったo
現在アノレタイの春蒔i町積は 450万ヘクターノレで，そのうち%は高収穫の硬質小麦で、











（中央アジア〉 (5. 5 Seliskaja Dzizny) 
v力ムチャ ＇／力西海岸の漁業好成績ーーカムチャッカの西海岸ではマガダン漁業
コルホーズ綜合の冬の漁期が終った。？魚、夫たちは計阿のほとんど 1.5｛告に当たる約









































（カサfフスタン〉 (5. 23 Pn 
’トブキンスキ一 ．セメント工場一一一ケメロボ、州、｜のトフ。キンスキ一 ．セメント工
場は完成，~l 1 を I I-\ 耐f しはじめたο この工場は年間高級セメント 240 万トンを出荷する
はずである。ml Jナ川転炉の組立は普通の2倍の早さの 1.5ヵ月で完成された。は
大な第2号炉の組立もそのような速度で組立てられるであろう。





%遂行しているの （中央アジア〉 (5. 15 Tzvestija) 
V ウスチ・力メノゴルスクのチタン・マゲネシウム工場一一ソ連最大のウスチ ・
カメノゴソレスクのチタン・マグネシウム・コンビナートは木年中に稼動をはじめる。
最近できたドジェトゥイガリ ンスク ・アスベスト ・コンビナートもソ連ではこの種
工場の最大なものである。アノレマ ・アタの建設者の手で中央アヅア最大の木綿織物









も大きなものである。 （極東〉 (5. 6 Gudok) 




勝記念日の前に国家に渡す決心をした。 （カザフスクン〉 (5. 7 Izvestija) 





























うぶんな意見の交換が行なわれることが有芯－義であると考えてし、る。 (5. 4) 





































































































































する，の 3J頁目である。 (5. 28朝日）
v総評の岩井氏，モスクワ着一一新井総評専務）.＇，j長は全ソ！万組＇I－＇央評議会の招き





























































































































































































クラスノヤ／レスク地方党許記 V. Gavrilov-Poclolisky 






































































































































































V首相． ．．．．－ －－－・・・・．．． ．．コスイギン
O軽工業，民需派が権力を握る場合

























































られる。 〈東シベリア〉 (6. 20. Pravda) 





































































(6. 13. Pravda) 
Vハカシア自治州のガス配管工事一一ハカシア自治州の各部落にガスの記管工事



































(6. 24. Vodnyy Transport) 








になっているョ 〈西シベリア〉 . ( 6. 1. Pravda) 
Vワニノ港からチュコト力向け貨物輸送一一本日ソグェツカヤ ・ガワニの隣りの
ワニノ港から，チュコトカ東洋の馴鹿飼育者向けの組立家屋，用材，その他の貨物



























































































































































穫を行っている。 （中央アジア〉 (6. 20. Seliskaja Dzizny) 
’ポポフ島の漁業のコンビナートーーウラジポストークに近いポポフ島の漁業コ
ンビナー トは 7ヵ年計画の課題を遂行し， 生産の新しい段階にはいった。企業は悔
産物の採取と加工作業を専門化し，約20隻の漁船は現在ナマコ，タコ，ヤリイカな
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シベリア開発




万ドノレ〉を上回っている。 (6. 4. 日経〉
6月7日
V来日中のソ連ラジオ・テレビ国家委員会議長ニコライ・メシャツェ7氏，佐藤





























C (6. 22. 日経〉
6月23日
V 日ソ海運協定の改定交渉で一応の合意一一日ソ両国船の積取り比率を50対50に










事を受諾一一戦後はじめての政府派遣の大型使節団。 (6. 30) 
-227- 一（253)-
シベリア開発
参 考 資 米司
サハリンの経済開発状況 （要点抜草）
サハリン州党第一書記 P.Leonov 













































































































(1) 工業生産の伸び率 9.3% 
〈注） 62年 10%,63年 8.5%,64年 7.5%。
(2) 電力 ・熱エネルギー 11% (64年同期ll%)
(3）燃料工業 7% C ’t 8%) 
(4）鉄 ・非鉄金属 8% ( ’F 8%) 
(5）化学工業 14% ( II 14%) 
(6）機械製作・金属加工 9% ( II 11%) 
(7) 建設材料工業 10% ( If 10%) 
-23!1- 一（257）ー
シベリア開発（7～8丹〉
































































ノボクズネックの西シベリア拍金工場は 1号高炉の出銑から 1年目を迎えたが， こ
の間71万2000トンの銑鉄を生産した。 しかし，鉄鉱石が著しく不足しているので，製
鉄所側は，コノレシニノ＼ハカシア， ゴルナヤ ・シヨリア等シベリアの各鉱山に鉱石の
増産を訴えている。 く7.28. Pravda) 
⑫三木通産相，コスイギン首相会談







































































ア〉。 （7.1. lz:vestija) 
















































電所の電力が共和国西部の企業に送られる（中央アジア〉。 (7. 7. F切 ・vdα〉
V三木通産相，モスクワ到着。










































作業を開始したく中央アジア）。 (7. 10. Pravda) 








































































している（カザフスタン〉。 (7. 18. Gudok) 
19日 vブラウダ，ベトナム問題で英国を非難。




















ーノレ漁業で‘32.2トンの漁獲高を挙げた（極東〉。 (7. 20 lzvestija) 











































































央アジア〉。 (7. 28. Seliskaja Dzizny) 
29日 Vパルハシ湖西側に蛍石鉱床発見一－アノレマ ・アタ通信によると，バノレハシ抑l
西方地域のカザフ鉄道に沿って，化学工業，冶金工業その他の工業に必要な・貨重













ピナー トはその点で‘先端をいっている（中央アジア〉。 (7. 29.日・α-vda)
30日 ’日ソ領事条約交渉はじまる一一ソ連外務省で第 i閉会議がはじまった。
V キリレンコ，極東視察一一ハバロフスク市で党中央委幹部会員兼ロシア共和
国党ピュロ 一議長第 1代理A ・p・キリレンコと極東の党，ソビエトおよび経済
指導の幹部たちとが会談した。キリレンコは各企業体を視察したのち，企業の能












されることになっているく極東〉。 (7. 30. P，官 vda)
31日 vソ連赤十字副総裁，非公式に社党系原水禁大会に出席か。
vカザフスタン鉄道沿線各駅の機械化肥料倉庫一ー カザフスタン鉄道沿線のサ




















数万 トンの貨物を輸送し，重孟列車約1200列車を運行した（極東〉。（8.1 Pravda) 







































送りだされなければならなくなっている（カザフスタン〉。 (8. 5. Pra:vda,) 





学工業は 2.2倍に増大した（ウラノレ〉。 (8. 6. Pra:vd，α〉





幼稚関，托児所，学校，臼用品のコンビナートがある（中央アジア〉。 (8. 7. 
Pra・ud，α〉




































































































































































(8. 20. Pravda) 
21日 Vコルノ・アルタイスク鉱山の設備改善一一 ゴノレノ ・アノレタイスクの鉱山労働
-253- 一（275）ー
ツベリア開発（ 8月〉





















る（西シベリア〉。 (8, 23. Pravda) 
Vブリヤー卜語教科書発行一一ブリヤート語で教授を行っているブリヤー ト自
治共和国，イ／レクーツク州，チタナHの民族小学校用教科書が発行され，書店に対し


















































































































































































































































































































































































































































































た。 8月末までに共和国では3分の lの草が刈りとられ， 16万3000トンの幹草と
38万1000トンのサイレージが調達された。















































































































力発電所は， 9月18日， 7ヵ年計画の課題を上回る電力を生産しはじめた。 1956

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































V鉄冶金省〈黒色冶金省） Ministerstvo chernoj metallurgii 
V非鉄冶金省（有色冶金省） Ministerstvo tsve白 ojmetallurgii 
v石炭工業省 MinisterstvoUgoljnoj Promyshlennosti 
V化学工業省 MinisterstvoKhimicheskoj Promyshlennosti 
V石油工業省 MinisterstvoNeftedobyvajushchej Promyshlennosti 
V精油・石油化学工業省 Ministerstvoneftepererabatyvajushchej i neftekhimi-
chekoj Promyshlennosti 
V木材 ・パルプー紙 ・木材加工工業省 Ministerstvolesnoj, tselljulozno・bumaz・
hnoj i derevoobrabatyvajushchej Promyshlennosti 
V建設資材工業省 Ministerstvopromyshlennosti stroiteljnykh materialov 
v軽工業 Ministerstvolegkoj promyshlennosti 
V食品工業省 Ministerstvopishchevoj promyshlennosti 
V食肉 ・乳製品工業省 Ministerstvomjasnoj i molochnoj promyshlennosti 
O第 2条一連邦 ・共和国省へ改組する。




montazhnykh i spetsialjnykh stroiteljnykh rabot 
V《地質》国家委員会→地質省 MinisterstvoGeologii 
V ソ連邦内閣直属《商業》国家委員会→商業省 Ministerstvotorgovli 
V《農地濯瓶・水利事業》国家生産委員会→土地改良・水利事業省 Ministerstvo
melioratsii i Vodnogo Khozjajstva 
0第3条一略
。第4条一次の全連邦省を組成する。
V重機械・動力機械・運輸機械製作省 Ministerstvotjazhelogo, energeticheskogo 
-269ー -( 319）ー
シベリア開発（10月〉
i transportnogo Mashinostroenija 
’工作機械製作・器具工業省 Ministerstvostankostroiteljnoj i irstrumentaljnoj 
promyshlennosti 
’建設・道路・公共事業用機械製作省 Ministerstvostroiteljnogo，ιlorozhnogo i 
kommunalinogo mashinostroenija 
V トラクター・農業機械製作省 Ministerstvotraktornogo i seljskokhozjajstven・
nogo rnashinostroeni ja 
’自動車工業省 Ministerstvoavtomobiljnoj promyshlennosti 
V化学 ・石油機械製作省 MinisterstvoKhimicheskogo i nef tjanogo mashinost-
roemJa 
v電気技術工業省 Ministerstvoelektrotekhnicheskoj promyshlennosti 
’器具製作・自動化手段 ・管理組織省 Ministerstvopriborostroenija, sredstvav-
tomatizatsii sistem upravlenija 
V軽工業用 ・食品工業用 ・家庭器具用機事鵡誕作省 Ministerstvomashinostroenija 








員会 SojuznorespublikanskijGosudarstvennyi planovyj Komitet soveta 
ministrov SSSRに改組する。
0第8条ーソ連邦《科学研究活動調整》国家委員会をソ連邦内閣直属《科学技
術》全連邦国家委員会 ObshchesojuznyjGosudarstvennyj Komitet soveta 
ministrov SSSR po nauke i tekhnikeに改組する。
0第9条ーソ連邦内閣直属《資材 ・技術供給》連邦共和国国家委員会 Sojuzno・
respublikanskij Gosudarstvennyi Komitet soveta ministrov SSSR po ma・





和国国家委員会 Sojuzo・respublikanskijGosudarstvennyj Komitet sove旬

























V重機械・動力機械・運輸機械製作松一一ジガーリンP V. F. （ソ連邦ソフナノレホ
ーズ第一議長代理〉
V工作機械製作 ・器具工業相一一コストウソフ， A.I. （機械製作国家委議長〉






曹自動車工業相ータラソフ， A M. C最高国民経済会議議長代制

















































































































































































































The Financial Times紙を例にとれば， 11月3日付で三井グ、ノレープの技術協


















































































































































































1963 1 5 1 4020 " ( , 2億6040 庁〉
1964 II 4 I 0450 II ( II 3倍、2210 II ) 
ソ連の貿易全体の中で中国が占める率は68年の4.2%C日ソ 2.0%）が64年には 2.9%
（日 Y2.3%）と低下した。









































































がうすれ， 主として西側先進諸国の発言力が強く反映する機関になるであろ うと 見ら
れる。現在までのところ， 資本金10億ドルのうち，域外国拠出分の4億 ド／レに対し
すでに米，英など 7ヵ国から計2億9100万ドノレの出資が提案されている と．べ 。
。米ソ・ミサイルの現状
英戦略研究所は11月中旬，恒例の年次報告の中で次のような点を明らかにしたc




























0地上軍兵力 4,961,000 5,830,000 
(NATO 2,896刈）0) （ワノレシャワ機構 2,925,000)
1. 米国は65年初頭には 4対 1の差でソ速にミサイノレ数でまさってし、たが，米国
がアトラスなどの老朽ミサイノレを廃棄したことと，ソ連の実戦用 ICBMが40%増
加したことで，その差は 3対 1にちぢまった。






米国務省スポークスマンは， 2日の定例会見が，ガスリ ー駐ソ代理大使が， Y連外
務省に対し， 「米ソ文化交流協定の不履行について抗議したJ旨公表した。例えば，











































































5 日 Vモスクワ放送， 「r2月7日に第6回ソ連最高会議第7会期j開催と発表。




















































































































































































































労働者たちは，本年1月から 6万 tのセメントを追加生産した。原料とセ メン ト
製造の計画生産性は著しく遂行された。品質は向上し，コストは下げられた。












































接を終りた。 このパイ プライ ンの延長は410kmである。
-219- 一（347）ー
シベりア開発（11月〉



















































































































































































ンコ地質相， ボリソフ黒色冶金省次官，グェラクシン木材 ・バノレフ事氏 ・木材加工工業
省次官， コレスヱチェンコ海洋船舶省次官，クロトフ重機械動力機械運搬機械製作省


















































































































Komitet partijno・GosudarstvennogoKontrolja TSK KPSS i Soveta Ministrov SSSR) 
はソ速における統制が人民による統制であるという事実を充分に反映しているとはい








































































































V党・国家統制委員会（KomitetPartijno・GosudarstvennogoKontrolja TSK KPSS 
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ことし同様利用者の多い 7,8月には， “ノ、パロフスク号”（5235トン〉が “パイカ
ル号”とともに就航することになっており，両船あわせて35航海，横浜＝ナホトカ問
は53時間，船賃は据置きで 1等 3万2000円，2等 2万5000円， 3等 1万9800円。学割，
団体割引もある。
















































































































































































































































































































































































































































































1) チュメーニ油田開発促進案 （12. 19. Pravda) 
チュメーニ石油 ・ガス開発計画国営研究所
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